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■ はじめに 

 自動車のエ

電する際に発

ートアイランド

廃熱を有効活

型成長社会実

換材料の開発

ている。熱電効
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率や熱伝導率

らかにし、物質
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１．ホールドー

SnSe（スズセ

高値となること

よるアコーデ

フォノンが著し

Naを僅かにド

てZT値が大幅

でフェルミ準位

果ZT値が増加

値が大幅に改

3%のNaをド

り、フォノンの

た、ノンドープ

を検証した[4]
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実現にはかかせ

発に対して非常

効率を表すZT

ており、熱起電

低い物質が高

率の微視的な原

質開発と密接に

プを目指す。 
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セレン合金）は

とが報告されて

ディオン構造が

しく非調和的で

ドープすることで

幅に改善する[

位が下がりキャ

加すると予想さ

改善している点

ドープした試料

の昇温によるソフ

プSnSeと比較し

]。 

ート化合物BaA

ート化合物はカ

熱伝導を妨げ

ために、Ba8Al16

金）と、一部Alを
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燃機関からの排

ール熱は排熱と

機器の熱暴走

変換技術は、環

せない。中核技

常に多くの研

T値は物質の電

電力が高く、電気

ZT 値の材料

原因を、量子ビ

に連携させるこ

ォノンの観測 

は923KでのZT

ている[1]。 Sn-

が熱伝導を悪く

であるとされて

で300-800Kの

[3]。ホールドー

ャリアーポケッ

されるが、広い

点は興味深い。

料の中性子非弾

フトニングの様

してフォノンの

AlGaGe合金の

カゴ状構造中を
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料となる。電気伝

ビームを用いて
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T値が2.6と世界

-Seの弱い結合

しており、実際

ている[2]。一方

の広い範囲にお

ープによりする

ットが増え、その

い範囲において

 

弾性散乱実験

様子を観測した

の非調和性の変

のラットリング観

を原子がラット
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